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研究室紹介

東京工科大学応用生物学部皮膚生化学研究室

岩 渕 徳 郎

1．東京工科大学応用生物学部先端化粧品コース

東京工科大学は八王子市片倉町の丘陵に 1986年に開
学し，現在では八王子と蒲田の二つのキャンパスに六つ
の理系学部を持つ理系総合大学となっています。応用生
物学部は，2008年に当時のバイオニクス学部からの改組
によって誕生しました。応用生物学部には先端化粧品，
先端食品，生命科学・環境，医薬品の四つのコースが設
置されています。その中の，私が所属する先端化粧品
コースは六つの研究室で構成されています。本コースに
は毎年，化粧品を学びたい，化粧品関係の仕事に就きた
いと思っている多くの学生が全国から集まってきます。

2．研究室のスタート

3年前に私が赴任したとき，研究室には事務机が二つ
あるだけ。あとは床だけという状況でした。実験台を買
うところから始めなくてはいけないことに少々不安を感
じました。本学では 3年生の後期から研究室に配属され
るので，私の研究室の 1期生が研究室選びを始めたの
が，私が赴任して間もなくの頃でした。この 1期生だけ
が，床しかない研究室の光景を知っているメンバーで
す。1期生とは教員と学生という関係だけでなく，一緒
に研究室を作り上げた仲間としての意識もあります。そ

のせいか，卒業して 1年以上が経つのに今でも一緒に飲
み会を開いたりします。Fig. 1は 2017年 7月に，すで
に社会人となった 1期生と品川で飲んだときの写真で
す。
研究室の名称は皮膚生化学研究室です。自分の大学の
恩師が尊敬できる方で，その方が運営されていた研究室
が生物化学研究室だったことから，生物化学（生化学）
の名前を継承することにしました。また，自身の専門分
野である毛髪に限定し過ぎず，皮膚科学領域も研究対象
にしようという考えもありました。

3．学生の教育

本学部の大学院進学者は卒業生の 1～2割程度であり，
多くの学生は学部卒業で就職します。これは，大半の学
部卒業生は技術系の職に就かないことを意味していま
す。そのような進路の学生が多いため，本研究室では進
路にかかわらず社会人として必要な最低限の習慣を身に
着けてもらうことを第一の指導方針としています。例え
ば，挨拶をする，相手の話を聞く，自分の意見や考えを
持つ等々です。大学院進学者は将来技術系の職種に就く
ことを前提としているので，前述に加え，サイエンスと
しての基礎研究，企業での基礎研究・開発研究に対応で
きるような視点，思考，調査，研究の進め方等につい
て，教育を行っています。

4．研究について

私が最も興味を持っている研究分野は毛髪科学の発生
学・細胞生物学領域ですが，先端化粧品コースの教育構
成上必要な研究として行っている研究もあります。通
常，研究室は大学院生が 2～3名，4年生が 10名程度在
籍し，後期は 10名程度の 3年生も加わるので，後期に
は二十数名の学生が所属しています。この学生を教員
1名で面倒をみるので，結構たいへんです。研究は学生
達を研究分野ごとに三つのチームに分け，チーム内で実
験技術の伝承や実験協力を行ってもらうようにしていま
す。チームは，細胞チーム，毛髪チーム，皮膚微生物
チームの三つです。

Fig. 1.　卒業生との交流会．
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